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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 18,831 △3.8 865 △6.1 848 △0.8 516 △28.5

22年3月期第3四半期 19,581 2.5 921 62.2 854 14.0 722 193.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 67.25 ―

22年3月期第3四半期 94.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 27,507 11,551 42.0 1,504.54
22年3月期 28,318 11,184 39.5 1,456.72

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  11,551百万円 22年3月期  11,184百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年3月期 ― 10.00 ―

23年3月期 
（予想）

10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 △4.7 800 △14.4 700 △11.8 350 △22.1 45.59



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表のレ
ビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報により作成したものであります。実際の業績は、今後の様々な要因によって異なる場合
があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 7,718,722株 22年3月期  7,718,722株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  41,200株 22年3月期  41,136株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 7,677,532株 22年3月期3Q 7,677,586株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるビルメンテナンス業界は、顧客の経費削減や設備更新意欲の減少などによ

り、当社グループにとって非常に厳しい状況となりました。  

こうした状況の下、当社グループでは作業工程の見直しや協力業者への委託内容の変更を行うとともに、自社で

の作業消化に切り換えることにより、経費の削減を進めております。  

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 百万円（前年同期比3.8％減）経常利益は 百万円

（前年同期比0.8％減）、四半期純利益は 百万円（前年同期比28.5％減）となりました。 

セグメントの概況は、次のとおりであります。 

① ビルメンテナンス事業 

ビルメンテナンス事業では、清掃・設備保守・警備などの建物維持管理業務や、オーナー代行としての建物の

運営（入退去管理、資金管理、損益管理）、食品工場でのサニテーション業務、設備の更新工事や修繕工事な

ど、建物の総合マネジメントを行っております。 

当第３四半期連結累計期間では、顧客からの値下げ要請や業務の縮小など、非常に厳しい状況で推移いたしま

したが、作業工程の見直しや協力業者への委託業務の変更のほか、自社での作業消化に切り換えることにより原

価の削減を進め収益体制の強化を図っております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は145億7百万円、セグメント利益は14億43百万円となりまし

た。 

② 不動産事業 

不動産事業では、不動産の売買、仲介並びに保有している不動産の賃貸などを行っておりますが、昨今の不動

産市況を鑑み、抑制的な対応で臨んでおります。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は14億3百万円、セグメント利益は1億86百万円となりました。

③ 介護事業 

介護事業では、介護施設の運営や介護サービスの提供を行っております。 

入居者の皆様に喜んでいただけるようなホスピタリティを旨とした展開を強化しております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は9億44百万円、セグメント利益は45百万円となりました。 

④ フランチャイズ事業 

フランチャイズ事業では、ツタヤ・ミスタードーナツ・プロント・ローソンの店舗を運営しております。 

消費者意識の冷え込みを受け苦戦しておりますが、経費の削減を行いつつ、お客様に喜んでいただける店舗づ

くりを行っております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は19億61百万円、セグメント利益は1億27百万円となりまし

た。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ8億11百万円減少し 百万円と

なりました。 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ11億78百万円減少し 百万

円となりました。これは主に、借入金の減少10億52百万円によるものです。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ3億66百万円増加し 百万

円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結

会計年度末に比べ58百万円減少し 百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、獲得した資金は14億63百万円（前年同期は17億38百万円の資金の獲得）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益8億43百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は4億35百万円（前年同期は29億15百万円の資金の獲得）となりました。これ

は主に、有形固定資産の取得による支出6億81百万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は10億85百万円（前年同期は47億74百万円の資金の使用）となりました。これ

は主に、借入金の純返済額10億52百万円（前年同期は42億74百万円の純返済額）によるものです。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の連結業績予想につきましては、平成22年11月10日公表の「平成23年３月期 第２四半期決算短信」に記

載のとおりであり、業績予想は修正しておりません。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

188億31 8億48

5億16

275億7

159億56

115億51

44億61
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

影響額が僅少なものについて、一部簡便な方法を採用しております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円減少し、税金等調整

前四半期純利益は 千円減少しております。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

２．その他の情報

3,763

43,427
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,529,237 4,627,432

受取手形及び売掛金 2,170,337 2,501,056

商品及び製品 169,785 172,668

販売用不動産 8,266,411 8,110,914

仕掛品 29,701 3,695

原材料及び貯蔵品 32,710 32,752

短期貸付金 1,214,057 1,175,877

その他 599,626 1,441,494

貸倒引当金 △700,399 △661,387

流動資産合計 16,311,468 17,404,505

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,486,053 3,347,713

土地 5,342,881 5,144,668

その他（純額） 251,563 277,993

有形固定資産合計 9,080,497 8,770,375

無形固定資産 287,893 295,059

投資その他の資産   

その他 2,028,741 2,170,536

貸倒引当金 △201,379 △321,887

投資その他の資産合計 1,827,361 1,848,649

固定資産合計 11,195,752 10,914,084

資産合計 27,507,220 28,318,589
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,306,582 1,390,478

短期借入金 4,060,000 3,770,000

1年内償還予定の社債 220,000 172,500

1年内返済予定の長期借入金 2,528,802 3,480,334

未払法人税等 88,288 76,441

前受金 192,291 262,848

賞与引当金 89,796 245,014

その他 1,531,444 1,545,047

流動負債合計 10,017,205 10,942,665

固定負債   

社債 560,000 460,000

長期借入金 4,178,461 4,569,564

負ののれん 1,211 4,847

退職給付引当金 411,473 383,194

役員退職慰労引当金 225,692 220,989

その他 562,063 553,216

固定負債合計 5,938,902 6,191,810

負債合計 15,956,108 17,134,476

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,808,800 1,808,800

資本剰余金 1,852,220 1,852,220

利益剰余金 7,866,961 7,504,242

自己株式 △15,929 △15,903

株主資本合計 11,512,053 11,149,360

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 39,059 34,753

評価・換算差額等合計 39,059 34,753

純資産合計 11,551,112 11,184,113

負債純資産合計 27,507,220 28,318,589
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 19,581,648 18,831,926

売上原価 15,639,677 15,007,359

売上総利益 3,941,970 3,824,566

販売費及び一般管理費 3,020,431 2,959,355

営業利益 921,539 865,211

営業外収益   

受取利息 25,051 30,326

受取配当金 4,772 5,055

受取賃貸料 13,154 12,540

負ののれん償却額 3,635 3,635

持分法による投資利益 16,998 13,959

違約金収入 20,000 －

その他 67,865 47,549

営業外収益合計 151,478 113,067

営業外費用   

支払利息 151,396 102,404

支払手数料 52,894 16,276

その他 13,850 11,152

営業外費用合計 218,141 129,833

経常利益 854,876 848,445

特別利益   

固定資産売却益 389,949 5,514

貸倒引当金戻入額 19,164 50,464

その他 － 1,201

特別利益合計 409,114 57,180

特別損失   

固定資産売却損 － 7,302

固定資産除却損 8,572 7,588

投資有価証券評価損 4,600 －

貸倒引当金繰入額 58,794 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 39,664

その他 － 8,045

特別損失合計 71,966 62,600

税金等調整前四半期純利益 1,192,023 843,025

法人税、住民税及び事業税 63,918 99,778

法人税等調整額 405,952 226,934

法人税等合計 469,870 326,713

少数株主損益調整前四半期純利益 － 516,311

四半期純利益 722,152 516,311
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,192,023 843,025

減価償却費 264,764 254,555

負ののれん償却額 △3,635 △3,635

貸倒引当金の増減額（△は減少） 38,992 △65,787

賞与引当金の増減額（△は減少） △170,294 △155,217

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,397 28,279

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,269 4,703

有形固定資産売却損益（△は益） △389,949 1,788

有形固定資産除却損 8,572 7,588

受取利息及び受取配当金 △29,823 △35,382

支払利息 151,396 102,404

売上債権の増減額（△は増加） 346,002 349,442

たな卸資産の増減額（△は増加） 63,211 △178,578

仕入債務の増減額（△は減少） △96,387 △83,896

その他 609,864 405,859

小計 1,995,864 1,475,148

利息及び配当金の受取額 32,883 36,207

利息の支払額 △141,275 △96,939

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △148,821 49,029

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,738,650 1,463,446

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △98,800 △65,800

定期預金の払戻による収入 74,800 105,900

有形固定資産の取得による支出 △1,803,320 △681,030

有形固定資産の売却による収入 4,771,136 161,031

投資有価証券の取得による支出 △15,512 △18,661

投資有価証券の売却による収入 2,499 7,183

貸付けによる支出 △1,101,673 △1,267,947

貸付金の回収による収入 925,482 1,297,121

その他 161,072 26,216

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,915,684 △435,986

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △400,000 290,000

長期借入れによる収入 1,300,000 1,300,000

長期借入金の返済による支出 △5,174,426 △2,642,635

社債の発行による収入 293,225 295,025

社債の償還による支出 △617,500 △152,500

配当金の支払額 △153,621 △153,791

その他 △21,823 △21,653

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,774,145 △1,085,554

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △119,811 △58,094

現金及び現金同等物の期首残高 4,327,359 4,519,632

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,207,548 4,461,537
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該当事項はありません。 

  

［事業の種類別セグメント情報］ 

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、サービスの系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な事業内容 

① ビルメンテナンス事業   ……… 清掃、保安警備、設備管理 

② 食品製造設備衛生管理事業 ……… 食品製造設備の洗浄、殺菌 

③ 実験動物飼育事業     ……… 実験動物飼育 

④ 不動産管理事業      ……… 賃貸マンション等管理、賃貸事業 

⑤ 介護事業         ……… 介護・看護事業、老人ホーム経営 

⑥ 施設営繕リフォーム事業等 ……… 営繕、リフォーム工事、病院経営コンサルティング等 

⑦ フランチャイズ（ＦＣ）事業……… フランチャイズ事業 

⑧ 環境衛生事業       ……… 浄水装置等の販売 

⑨ 不動産分譲事業      ……… 住宅用地等の建築販売 

３．会計処理基準に関する事項の変更 

前第３四半期連結累計期間 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、従来、販売用不動産

に係る賃貸収入について営業外損益に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より販売用不動産に

係る賃貸収入を売上高に計上し、それに対応する原価を売上原価に計上することとしました。 

この変更は、経営方針を見直した結果、販売用不動産に係る賃貸収入の重要性が増したことに鑑み、経営成

績をより適正に表示するために行ったものであります。  

この結果、当第３四半期連結累計期間の不動産管理事業部門の売上高182,197千円及び営業利益は111,406千

円増加しております。 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため

該当事項はありません。  

〔海外売上高〕  

前第３四半期連結累計期間において、海外売上高がないため該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

前第３四半期連結累計
期間 
(自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日) 

ビルメン
テナンス
事業 
（千円） 

食品製造
設備衛生
管理事業 
（千円） 

実験動物
飼育事業 
（千円） 

不動産管
理事業 
（千円） 

介護事業
（千円） 

施設営繕
リフォー
ム事業等 
（千円） 

フランチ
ャイズ
（ＦＣ）
事業 
（千円） 

環境衛生
事業 
（千円） 

不動産分
譲事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高  11,432,821  2,043,155  299,103 1,169,780 942,398 554,758 2,026,544 12,922  1,100,163  19,581,648 － 19,581,648

営業損益(△は損失)  1,148,563  308,785  35,740 143,363 39,548 31,723 98,574 △9,243  2,889  1,799,944 (878,405) 921,539
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［セグメント情報］ 

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

当社グループは、サービスの内容別に事業本部を置き、各事業本部は包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。 

したがって、当社グループは、事業本部を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、経済

的特徴が類似している事業セグメントを集約した結果、「ビルメンテナンス事業」、「不動産事業」、「介

護事業」、「フランチャイズ事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「ビルメンテナンス事業」は、清掃・設備保守・警備などの建物維持管理業務や、オーナー代行としての

建物の運営（入退去管理、資金管理、損益管理）、食品工場でのサニテーション業務、設備の更新工事や修

繕工事など、建物の総合マネジメントを行っております。「不動産事業」は、不動産の売買、仲介並びに保

有している不動産の賃貸などを行っております。「介護事業」は、介護施設の運営や介護サービスの提供を

行っております。「フランチャイズ事業」は、フランチャイズ店舗の運営を行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）  

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、病院経営コンサルティ

ング事業及び環境衛生事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに含まれていない全

社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない業務推進のための共通費用や総

務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。   

該当事項はありません。  

  

  

報告セグメント

その他
（千円） 
（注）１ 

合計 
（千円） 

調整額 
（千円） 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（千円） 
（注）３ 

ビルメンテ 
ナンス事業 
（千円） 

不動産事業
（千円） 

介護事業
（千円） 

フランチャ
イズ事業 
（千円） 

計
（千円） 

売上高  14,507,553 1,403,481 944,033 1,961,555 18,816,623 15,302  18,831,926 － 18,831,926

セグメント利益 
又は損失（△）   1,443,676 186,209 45,607 127,867 1,803,361 △1,641  1,801,719 △936,507 865,211

△936,507

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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